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ブロードバンド＆ユビキタス時代のコンテンツサービスとしての 

電子かたりべサービスの展開について 

 

株式会社アルファシステムズは、ブロードバンド＆ユビキタス時代に相応しいコンテンツサービスの提供を

ねらいとして、電子かたりべサービスの展開を推進しますので、お知らせします。 
 
 
１．電子かたりべサービスとは 
電子かたりべサービスは、ユーザーが書籍などの文字情報を「読む」だけではなく、システムがユーザーに

「語りかける」ことでユーザーに快適なコンテンツ接触機会を提供し、コンテンツに疎遠であった潜在ユーザ

ー層まで掘り起こすことを狙いとした、新しいコンテンツ流通サービスです。 
また本サービスは、ユーザーが利用したコンテンツやコンテンツの中で心に留まった箇所など、本サービス

を利用した履歴を管理することにより、書籍などから得た知識をデータベース化し、自由に活用できる機能を

提供します。したがって、本サービスの利用を重ねるにつれて履歴の活用法も多様化し、私たちの脳の補助

機能（セカンドブレイン）としての効用を発揮できると考えています。 
 
２．電子かたりべサービスの展開に向けた取組み状況 
電子かたりべサービス実現のために必要なソフトウェアとして、コンテンツを読んだり聞いたり記録したりす

るためのプレーヤーと、当該プレーヤー用のコンテンツを作成するツールを開発しました。 
さらに、これらのソフトウェアパッケージ製品とプレーヤー用のコンテンツを、ネットワーク経由で販売するた

めのポータルサイトを構築しました。 
 

３．今後の計画 

2004 年下期の電子かたりべサービスの開始に向けて、書籍などのコンテンツを数多く所有する出版社や
著作者との連携を図り、サービス開始に向けた体制の整備を行うと共に、社内外で試験サービスを実施し、

多くのユーザーに受け入れられるサービスの実現を目指します。 
 

以上 
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図１ What’s 電子かたりべ？
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図２ Who can use 電子かたりべ？
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図３ How to use 電子かたりべ？
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図４ ビジネスアライアンス
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